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そうめん研究家のソーメン二郎さんに、そうめんの歴史、そうめん産業
の現状、未来と課題、各地のそうめんの特徴や新しい食べ方の提案など、
日本の代表的な食材である「そうめん」について熱く語っていただきます。

パネリスト

ソーメン二郎（テリー植田）氏

1971年生まれ。奈良県桜井市出身。
TV-CMプランナーを経てイベントプロデューサーとして現在活動中。
各種イベント企画・司会・プロデュースや東急ハンズの売場、ワー
クショップ、展示、パフォーマンスのプロデュース及び、ハンズカフ
ェのイベント企画など行う。
桜井市の実家がそうめん製造所であることから、三輪そうめんはも
ちろん、小豆島のオリーブとそうめんのコラボイベントなど「そうめ
ん」にこだわったPRや取材などを積極的に行っている。

９月20日㈫より入場整理券を配布します。

主催　土庄町　一般財団法人自治総合センター
共催　小豆島町

13:00～16:00

日時

場所 土庄町立中央公民館
配布場所 ： 土庄町商工観光課　土庄町内各地区公民館　土庄町立中央公民館
小豆島町商工観光課（オリーブ・ナビ）　イマージュセンター

島外から入場整理券をご希望の方は、
往復はがきで住所・氏名・連絡先・必要枚数を記入の上、下記宛に送付ください。

送付先 〒761- 4192　香川県小豆郡土庄町甲559 -2
土庄町役場　商工観光課　「小豆島そうめんシンポジウム」係

奈
良
県
三
輪
素
麺
工
業
協
同
組
合

理
事
長
　
池
側
　
義
嗣

長
崎
県
島
原
手
延
そ
う
め
ん
振
興
会

会
　
　
長
　
白
石
　
　
保

小
豆
島
手
延
素
麺
協
同
組
合

生
産
部
部
長
　
島
本
　
秀
人

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員

土
庄
町
長
　
三
枝
　
邦
彦

後援　総務省　土庄町教育委員会　小豆島手延素麺協同組合　（一社）小豆島観光協会
　　　小豆島とのしょう観光協会　瀬戸内国際芸術祭実行委員会　土庄町商工会
協賛　桜井市　南島原市　日本手延素麺協同組合連合会　盛田株式会社

このシンポジウムは、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

11月３日（祝・木）

　これまで小豆島では島の産業をクローズアップする事業（オ
リーブ百年祭、醤油サミット、小豆島石のシンポジウム）が行わ
れてきました。
　現在開催されている瀬戸内国際芸術祭2016では、アート
だけではなく、生活文化の基本である「食」に注目し、食に
焦点を当てた作品づくりに取り組んでいます。そこで、土庄
町では瀬戸内国際芸術祭2016関連イベントとして「小豆島手
延そうめん」にスポットをあて、「小豆島そうめんシンポジウムー
歴史を誇る瀬戸内海・海の道　そうめんロードをたどるー」を開催します。

瀬戸内海・海の道  そうめんの歴史紹介

パネルディスカッション『そうめん未来会議2016』
～三輪そうめん、小豆島そうめん、島原そうめんで語るそうめん新時代～

基調講演『ソーメン二郎のそうめん革命』
～ 復 権 活 動 と 流 通 改 革 ～

なくなり
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［ 10時～ ］

イ ベ ン ト

歴史を誇る瀬戸内海・海の道
そうめんロードをたどる

歴 史 パ ネ ル 展

「瀬戸内海・海の道 そうめんロー
ド」をたどりながら、 「そうめん
の歴史」を紐解き未来への情
報発信を行います。

【制作：小豆島町】

［ 10月22日㈯ ～ 11月１日㈫ ］
　道の駅 小豆島ふるさと村 夢想館

［ 11月３日（祝・木） ］
　土庄町立中央公民館 ロビー

［ 土庄町立中央公民館前駐車場広場 ］
［ 先着 300名 ］

HPからもお申込みいただけます。
ht tp://www.town.tonosho.kagawa.jp/kanko/

お問合せ 土庄町商工観光課　TEL 0879 - 62 - 7004
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［ 道の駅 小豆島ふるさと村 ］
［ 先着 200名 ］

手延そうめんお接待
そうめんスティックオリーブオイル揚げ

三輪そうめん、小豆島そうめん、
島原そうめんを食べくらべ!!
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瀬戸内国際芸術祭2016関連事業
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歴史と文化・アートのまちとのしょう


